
中ち
ゅ
う

央お
う

区く

の
な
り
た
ち

江え

戸ど

大
おお

槻
つき

玄
げん

沢
たく

は、前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

、洋
よう

風
ふう

画
が

家
か

の司
し

馬
ば

江
こう

漢
かん

、『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』を訳
やく

した１
ひ と り

人の桂
かつら

川
がわ

甫
ほ

周
しゅう

（４代
だい

）と、弟
おとうと

で戯
ぎ

作
さく

者
しゃ

の森
もり

島
しま

中
ちゅう

良
りょう

（洋
よう

装
そう

と和
わ

装
そう

でえがかれている）などを招
まね

いた。テ
ーブルには西

せい

洋
よう

のものがいろいろとえがかれている。

オランダ人
じん

がやってきた！
中
ちゅう

国
ごく

の学
がく

問
もん

、儒
じゅ

学
がく

（漢
かん

学
がく

）を学
まな

ぶ人
ひと

が多
おお

かった江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

だったが、
中
なか

ころから、中
ちゅう

国
ごく

以
い

外
がい

に貿
ぼう

易
えき

していたもう１つの国
くに

オランダを通
つう

じて、西
せい

洋
よう

の医
い

学
がく

や学
がく

問
もん

への関
かん

心
しん

も強
つよ

くなっていった。
8代

だい

将
しょう

軍
ぐん

吉
よし

宗
むね

が蘭
らん

学
がく

に興
きょう

味
み

を示
しめ

し、蘭
らん

学
がく

がさかんになっていった。

＜医
い

学
がく

や科
か

学
がく

を発
はっ

達
たつ

させた蘭
らん

学
がく

＞
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に新
あたら

しく入
はい

ってきた西
せい

洋
よう

の学
がく

問
もん

を、蘭
らん

学
がく

（蘭
らん

はオランダのこと）という。
当
とう

時
じ

は西
せい

洋
よう

の学
がく

問
もん

は、幕
ばく

府
ふ

が貿
ぼう

易
えき

を許
ゆる

していたオランダを通
つう

じて日
に

本
ほん

に入
はい

ってき
たため、蘭

らん

学
がく

といわれたのだ。蘭
らん

学
がく

が入
はい

ってきたことによって、医
い

学
がく

や天
てん

文
もん

学
がく

な
どの科

か

学
がく

や、洋
よう

風
ふう

画
が

などの西
せい

洋
よう

の文
ぶん

化
か

が発
はっ

達
たつ

した。

日
に

本
ほん

語
ご

に訳
やく

された『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』
蘭
らん

学
がく

医
い

だった前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

と杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

は、人
じん

体
たい

解
かい

剖
ぼう

を見
み

にいき、持
も

ってい
たオランダの医

い

学
がく

書
しょ

の正
せい

確
かく

さにおどろいた。そこから2
ふたり

人を中
ちゅう

心
しん

に、
医
い

学
がく

書
しょ

『ターヘル・アナトミア』を日
に

本
ほん

語
ご

に訳
やく

す作
さ

業
ぎょう

がはじまった。築
つき

地
じ

鉄
てっ

砲
ぽう

洲
ず

（現
げん

・明
あか

石
し

町
ちょう

）の中
なか

津
つ

藩
はん

中
なか

屋
や

敷
しき

で作
さ

業
ぎょう

は進
すす

められ、ついに『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』ができた。

オランダ語
ご

の辞
じ

書
しょ

もつくった
『解

かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』のほん訳
やく

が進
すす

められていたころ、オ
ランダ語

ご

の辞
じ

書
しょ

はなく、オランダ語
ご

の知
ち

識
しき

の
ある人

ひと

もほとんどいなかった。『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』をつ
くった人

ひと

たちは、いろいろな本
ほん

から日
に

本
ほん

語
ご

の
訳
やく

語
ご

を推
すい

測
そく

して、オランダ語
ご

の辞
じ

書
しょ

までつく
った。

オランダ語
ご

も
英
えい

語
ご

も勉
べん

強
きょう

した福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

中
なか

津
つ

藩
はん

邸
てい

でオランダ語
ご

を勉
べん

強
きょう

していた諭
ゆ

吉
きち

は、あ
る日

ひ

横
よこ

浜
はま

に出
で

かけ、外
がい

国
こく

人
じん

に話
はな

しかけて自
じ

分
ぶん

のオ
ランダ語

ご

を試
ため

したところ、まったく通
つう

じなかった。
外
がい

国
こく

人
じん

が話
はな

していたのは英
えい

語
ご

だった。「これから
は英

えい

語
ご

の時
じ

代
だい

だ」と思
おも

った諭
ゆ

吉
きち

は、そのときから
英
えい

語
ご

を勉
べん

強
きょう

しはじめた。

西
せい

洋
よう

と江
え

戸
ど

をつなぐ「長
なが

崎
さき

屋
や

」
オランダは、長

なが

崎
さき

に貿
ぼう

易
えき

会
がい

社
しゃ

の日
に

本
ほん

支
し

店
てん

「オラ
ンダ商

しょう

館
かん

」を置
お

いた。オランダ人
じん

のカピタン（商
しょう

館
かん

長
ちょう

）は、将
しょう

軍
ぐん

に会
あ

うために、毎
まい

年
とし

春
はる

に日
に

本
ほん

橋
ばし

の本
ほん

石
ごく

町
ちょう

にあった「長
なが

崎
さき

屋
や

」にとまった。蘭
らん

学
がく

者
しゃ

たちは、長
なが

崎
さき

屋
や

でカピタンや通
つう

詞
じ

（通
つう

訳
やく

）から話
はなし

を聞
き

くのを楽
たの

しみにしていた。

蘭
らん

学
がく

者
しゃ

たちが集
あつ

まった私
し

塾
じゅく

「芝
し

蘭
らん

堂
どう

」
蘭
らん

学
がく

者
しゃ

の大
おお

槻
つき

玄
げん

沢
たく

は、1786（天
てん

明
めい

6）年
ねん

、本
ほん

材
ざい

木
もく

町
ちょう

（現
げん

・
京
きょう

橋
ばし

）に「芝
し

蘭
らん

堂
どう

」という私
し

塾
じゅく

をつくり、多
おお

くの蘭
らん

学
がく

者
しゃ

を
招
まね

いて勉
べん

強
きょう

会
かい

を開
ひら

いていた。芝
し

蘭
らん

堂
どう

には、全
ぜん

国
こく

から蘭
らん

学
がく

を学
まな

びたい人
ひと

が集
あつ

まり、生
せい

徒
と

の数
かず

は約
やく

100人
にん

。芝
し

蘭
らん

堂
どう

は日
に

本
ほん

の蘭
らん

学
がく

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

だった。

日
に

本
ほん

語
ご

の訳
やく

語
ご

は、
何
なん

冊
さつ

も本
ほん

を読
よ

んで
推
すい

測
そく

したんだって。

オランダ人
じん

を見
けん

物
ぶつ

にきた人
ひと

々
びと

カピタンや日
に

本
ほん

人
じん

の通
つう

詞
じ

には、幕
ばく

府
ふ

から許
きょ

可
か

を
もらった人

ひと

（医
い

者
しゃ

や役
やく

人
にん

など）しか会
あ

えなかった
ため、江

え

戸
ど

っ子
こ

たちはオランダ人
じん

をひと目
め

見
み

よ
うと、興

きょう

味
み

しんしんで長
なが

崎
さき

屋
や

の周
まわ

りに集
あつ

まった。

『ターヘル・アナトミア』の
なかの人

じん

体
たい

図
ず

最
さい

初
しょ

に日
に

本
ほん

語
ご

に訳
やく

す作
さ

業
ぎょう

がは
じめられた図

ず

。体
からだ

の表
ひょう

面
めん

なら
名
な

前
まえ

と場
ば

所
しょ

がわかるので、その
オランダ語

ご

を日
に

本
ほん

語
ご

に置
お

きかえ
ていくことで、オランダ語

ご

の単
たん

語
ご

がわかると考
かんが

えたのだ。

当
とう

時
じ

最
さい

大
だい

の
蘭
らん

和
わ

辞
じ

典
てん

『和
おらんだ

蘭字
じ い

』
『解

かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』を訳
やく

し
た１

ひ と り

人、桂
かつら

川
がわ

甫
ほ

周
しゅう

（４
代
だい

、1751～1809）
の子

し

孫
そん

に当
あ

たる桂
かつら

川
がわ

甫
ほ

周
しゅう

（７代
だい

、1826
～1881）がつくっ
た全

ぜん

10冊
さつ

の辞
じ

書
しょ

。
築
つき

地
じ

には、桂
かつら

川
がわ

家
け

の
屋
や

敷
しき

跡
あと

の案
あん

内
ない

板
ばん

が
ある。

『ワルエルダ解
かい

剖
ぼう

書
しょ

』の
とびら絵

え

『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』の解
かい

剖
ぼう

図
ず

をえが
いたのは、秋

あき

田
た

生
う

まれの小
お

田
だ

野
の

直
なお

武
たけ

だった。『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』の表
ひょう

紙
し

は『ワルエルダ解
かい

剖
ぼう

書
しょ

』をもとにしている。

杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

江
え

戸
ど

生
う

まれの蘭
らん

学
がく

医
い

。『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』を訳
やく

す
ときの苦

く

労
ろう

を書
か

いた『蘭
らん

学
がく

事
こと

始
はじめ

』の著
ちょ

者
しゃ

。

福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

（1835～1901）
豊
ぶ

前
ぜん

国
のくに

（現
げん

・大
おお

分
いた

県
けん

）の人
ひと

。築
つき

地
じ

鉄
てっ

砲
ぽう

洲
ず

（現
げん

・明
あか

石
し

町
ちょう

）の中
なか

津
つ

藩
はん

中
なか

屋
や

敷
しき

に蘭
らん

学
がく

塾
じゅく

（のちの慶
けい

應
おう

義
ぎ

塾
じゅく

大
だい

学
がく

）を
開
ひら

いた。

『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』の表
ひょう

紙
し

『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』は、もとにした『ターヘル・ア
ナトミア』を正

せい

確
かく

に訳
やく

したものではなかった。
オランダ語

ご

に訳
やく

されていたドイツの医
い

学
がく

書
しょ

なども、参
さん

考
こう

にされていた。

西
せい

洋
よう

の正
しょう

月
がつ

を祝
いわ

う芝
し

蘭
らん

堂
どう

での「オランダ正
しょう

月
がつ

」
1794（寛

かん

政
せい

6）年
ねん

閏
うるう

11月
がつ

11日
にち

（太
たい

陽
よう

暦
れき

では1795年
ねん

１月
がつ

１
ついたち

日）に江
え

戸
ど

にいる蘭
らん

学
がく

者
しゃ

が
集
あつ

まり、新
しん

元
げん

会
かい

と名
な

づけて太
たい

陽
よう

暦
れき

の１月
がつ

１
つい

日
たち

を祝
いわ

ったことを記
き

念
ねん

してえがかれた。会
かい

合
ごう

は44回
かい

続
つづ

いた。

 戯
ぎ

作
さく

とは、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の後
こう

半
はん

に書
か

かれたこっけい本
ほん

など、少
すこ

しくだけた内
ない

容
よう

の小
しょう

説
せつ

。 江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

は、1639（寛
かん

永
えい

16）年
ねん

からオランダと中
ちゅう

国
ごく

以
い

外
がい

の国
くに

との貿
ぼう

易
えき

を禁
きん

止
し

していた。この政
せい

策
さく

は、「鎖
さ

国
こく

」とよばれる。

みんな
楽
たの

しそう
だね。

特
とく

別
べつ

ゲストの大
だい

黒
こく

屋
や

光
こう

太
だ

夫
ゆう

は、
乗
の

っていた船
ふね

が難
なん

破
ぱ

してロシア
に流

なが

れ着
つ

いたんだって。そこで
女
じょ

王
おう

様
さま

に会
あ

ったらしいよ。

いろいろな
本
ほん

を参
さん

考
こう

に
していたのね。

特
とく

別
べつ

ゲストの
大
だい

黒
こく

屋
や

光
こう

太
だ

夫
ゆう

。

扇
せん

子
す

にロシア語
ご

を
書
か

いている。

洋
よう

服
ふく

を着
き

た
森
もり

島
しま

中
ちゅう

良
りょう

。

ナイフ

通
つう

常
じょう

、当
とう

時
じ

の食
しょく

事
じ

は１
ひ と り

人膳
ぜん

だったが、
西
せい

洋
よう

風
ふう

に大
おお

きなテーブルを使
つか

っている。
ふだん着

き

（和
わ

服
ふく

）
の森

もり

島
しま

中
ちゅう

良
りょう

。

ナイフ

フォーク
スプーン

ワイン
グラス

エレキテル
静
せい

電
でん

気
き

発
はっ

生
せい

装
そう

置
ち

。ハン
ドルを回

まわ

して、内
ない

部
ぶ

の
ガラスびんと金

きん

ぱくを
こすりつけることで、
静
せい

電
でん

気
き

が発
はっ

生
せい

する。
量
りょう

程
てい

器
き

腰
こし

に下
さ

げて使
つか

う距
きょ

離
り

計
けい

。 なかにふり
子
こ

があり、 歩
ある

くし
ん動

どう

で目
め

盛
も

りが動
うご

いて距
きょ

離
り

が測
はか

れる。

《西
せい　よう　ふ　じん　ず

洋婦人図》
日
に

本
ほん

ではじめて油
あぶら

絵
え

の具
ぐ

を使
つか

ってえ
がかれた洋

よう

風
ふう

画
が

（油
あぶら

絵
え

）とされる。

生
う

まれるのが早
はや

すぎた天
てん

才
さい

 平
ひら

賀
が

源
げん

内
ない

平
ひら

賀
が

源
げん

内
ない

（1728～1780）は讃
さぬ

岐
き

国
のくに

（現
げん

・香
か

川
がわ

県
けん

）に生
う

まれた。蘭
らん

学
がく

者
しゃ

で、画
が

家
か

で、発
はつ

明
めい

家
か

で、小
しょう

説
せつ

も
書
か

いた。老
ろう

中
じゅう

・田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

（→p.47）
に気

き

に入
い

られ、いろいろなものを
発
はつ

明
めい

するが、当
とう

時
じ

の人
ひと

々
びと

には理
り

解
かい

されなかった。
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